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植
村
氏
は
、
講
演
の
冒
頭

で
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
定

義
や
関
連
概
念
を
解
説
し

た
。
Ａ
Ｉ
と
は
人
間
の
知
能

プ
ロ
セ
ス
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
「
学
習
」

「
推
論
」
「
自
己
修
正
」
の

プ
ロ
セ
ス
が
含
ま
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
中
で
も

デ
ー
タ
の
特
徴
を
学
習
し
、

結
果
か
ら
デ
ー
タ
の
予
測
や

分
類
を
す
る
た
め
の
法
則
性

を
見
つ
け
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

が
「
機
械
学
習
」
、
さ
ら
に

機
械
学
習
の
中
で
も
デ
ー
タ

を
学
習
す
る
こ
と
で
、
自
動

で
注
目
す
べ
き
特
徴
を
抽
出

し
予
測
や
分
類
を
行
う
も
の

が
「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
解

説
し
た
。

　
続
い
て
Ａ
Ｉ
の
歴
史
と
各

産
業
・
分
野
で
の
活
用
事
例

を
紹
介
。
Ａ
Ｉ
開
発
の
歴
史

は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、

65
年
前
か
ら
開
発
さ
れ
て
お

り
、
第
一
世
代
と
し
て
は

「
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
」
、
第
二

世
代
と
し
て
は
「
統
計
探
索

モ
デ
ル
」
、
そ
し
て
現
在
、

第
三
世
代
と
し
て
開
発
が
進

ん
で
い
る
も
の
は
「
脳
モ
デ

ル
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
と

説
明
し
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
代
表

的
な
目
的
と
し
て
「
人
手
不

足
対
策
」
「
（
面
白
く
な

い
）
作
業
の
自
動
化
」
「
処

理
の
速
さ
」
「
人
間
が
簡
単

に
で
き
な
い
こ
と
」
な
ど
が

あ
り
、
物
流
セ
ン
タ
ー
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
コ
ン
テ
ン

ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
、
検
索
予
測
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
画
像
認
識
、
航

空
機
の
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

機
能
、
迷
惑
メ
ー
ル
分
類
、

自
動
車
の
自
動
運
転
な
ど
の

事
例
を
挙
げ
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
の
機
能
の

代
表
的
な
例
と
し
て
、
「
画

像
認
識
」
「
手
書
き
文
章
の

テ
キ
ス
ト
認
識
」
「
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
の
自
動
レ
コ
メ
ン
ド
」

に
つ
い
て
、
技
術
的
な
面
と

と
も
に
詳
し
く
解
説
し
た
。

　
講
義
の
後
半
は
Ａ
Ｉ
の
保

険
へ
の
活
用
に
つ
い
て
詳
し

く
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
基
礎

と
し
て
人
間
が
日
常
的
に
使

っ
て
い
る
言
語
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
処
理
さ
せ
る
一
連

の
技
術
で
あ
る
「
Ｎ
Ｌ
Ｐ

（
自
然
言
語
処
理
）
」
や
、

デ
ー
タ
処
理
の
た
め
に
誤
記

や
デ
ー
タ
形
式
の
揺
れ
な
ど

の
異
常
デ
ー
タ
を
除
去
す
る

「
デ
ー
タ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ど
の
技
術
概
念
を
解
説
。

ま
た
、
こ
れ
を
応
用
す
る

と
、
「
フ
リ
ー
テ
キ
ス
ト
で

記
載
さ
れ
た
診
断
書
の
デ
ー

タ
化
」
や
、
情
報
に
さ
ま
ざ

ま
な
ノ
イ
ズ
が
含
ま
れ
る
中

で
の
「
人
物
・
組
織
情
報
の

名
寄
せ
」
と
い
っ
た
高
度
な

処
理
も
可
能
に
な
る
と
語
っ

た
。

　
次
い
で
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
具

体
的
事
例
と
し
て
、
シ
フ
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
が
提
供
す

る
「
保
険
金
不
正
検
知
」
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に

詳
細
に
解
説
し
た
。
こ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

分
析
」
に
基
づ
い
た
人
間
・

組
織
同
士
の
つ
な
が
り
の
検

知
、
「
特
徴
量
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
」
等
の
技
術
に
基
づ

い
た
支
払
額
・
診
察
回
数
等

の
異
常
傾
向
の
検
知
な
ど
、

人
間
で
は
見
抜
け
な
い
よ
う

な
不
正
・
異
常
の
兆
候
や
疑

わ
し
い
人
間
・
組
織
関
係
の

検
知
を
可
能
と
す
る
と
述
べ

た
。

　
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

「
Ａ
Ｉ
化
に
伴
う
業
務
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
に
ど
う

対
応
す
る
か
」
「
Ａ
Ｉ
は
従

来
の
統
計
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ

と
は
ど
の
よ
う
な
点
で
異
な

る
の
か
」
「
Ａ
Ｉ
化
に
対
応

す
る
人
材
育
成
で
重
要
な
点

は
何
か
」
「
現
在
、
技
術
的

に
Ａ
Ｉ
が
苦
手
と
す
る
分
野

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
」
な
ど
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
講
義
だ

っ
た
が
、
講
義
途
中
に
講
師

が
問
い
を
投
げ
か
け
、
受
講

者
が
掲
示
板
に
書
き
込
み
回

答
し
、
そ
れ
に
講
師
が
コ
メ

ン
ト
す
る
形
式
や
、
質
疑
応

答
も
受
講
者
が
質
問
を
掲
示

板
に
書
き
込
み
、
講
師
が
回

答
す
る
と
い
っ
た
形
式
が
と

ら
れ
、
受
講
者
参
加
型
の
講

義
と
な
る
よ
う
な
工
夫
が
み

ら
れ
た
。
ま
た
、
「
も
う
一

度
見
た
い
」
「
ラ
イ
ブ
配
信

を
見
逃
し
た
」
と
い
う
会
員

向
け
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

も
行
わ
れ
た
。

（
文
責
：
東
京
海
上
日
動
あ

ん
し
ん
生
命
・
大
平
進
嘉
）

シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
　
植
村
氏
が
レ
ク
チ
ャ
ー

第65回教育講習会の様子

第
65
回
教
育
講
習
会
リ
モ
ー
ト
開
催

Ａ
Ｉ
と
保
険
実
務
へ
の
応
用
テ
ー
マ
に

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
２
０
２
０
年
11
月
27
日
、
第
65
回

教
育
講
習
会
を
行
っ
た
。
従
来
は
集
合
型
研
修
だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
形
式
で
の
研
修
と
な
っ
た
。
今
回
の

講
習
会
で
は
「
Ａ
Ｉ
と
保
険
実
務
へ
の
応
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
険
分
野
に

特
化
し
た
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
シ
ニ
ア
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
植
村
洋
介
氏
が
、
約
１
時

間
に
わ
た
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
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